






我が国の小児の死亡原因についてみると,不慮の事故は死因順位の常に上位にあり,年齢に

よっては,事故死が全死因の半数近くを占めている。このことにより,小児の健全な育成を

考えるうえで,事故の問題は最も重要な課題の一つである。 

平成元年度より,厚生省心身障害研究の「地域・家庭環境の小児に対する影響等に関する研

究」の分担研究として「小児の事故とその予防に関する研究」が取り上げられ検討を重ね

た結果,我が国の小児の事故の実態をほぼ系統的に明らかに出来た。同時に,保健所の健診

の場を利用した事故防止のための安全教育の方法論についても検討され,全国的に実施可

能なプログラムを作成することができた。 

本研究班は,平成3年度に,2回の全体会議,1回のワークショップ,和歌山県御坊保健所およ

び京都で打合わせのため会合をもった。 

第 1 回班会議は平成 3 年 11 月 2 日に開催され,9 題の研究発表,第 2 回は平成 4 年 2 月 21

日に開催され,9 題の研究発表が行われた。 

今年度の本研究班の成果について概説することとする。分担研究のリサーチクェスチョン

に対する答は後に詳しく研究報告しているが,ここではその要点についてのべることとす

る。 


